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【研究目的】Protein Arginine Methyltransferase (PRMT) は、タンパク質のアルギニン







神経細胞内における PRMT8 の相互作用因子を同定することを本研究の目的とした。 
【実験方法】PRMT8 の相互作用因子を探索するために、神経由来培養細胞株を用い、
BioID（近位依存性ビオチン標識）assay を行った。BioID はビオチンリガーゼ BirA*を
利用し、酵素-基質のような短時間のタンパク質間相互作用でも網羅的に検出できる手
法である (4)。はじめに、ゲノム編集技術 HITI（Homology-Independent Targeted 
Integration）により(5)、ゲノム上の ROSA26 遺伝子座に CAG promoter、PRMT8-BirA*-












ころ、4 つの因子が PRMT8 と結合することが判明した。続いて、細胞内のどこで PRMT8
と結合しているか調べるために BiFC を行った結果、4 つのタンパクとも主に細胞膜で
蛍光が観察された。 
【考察】本研究では、HITI により BioID ノックイン細胞株を樹立し、これを利用した
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